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サ
ハ
リ
ン
の
今

　

サ
ハ
リ
ン
州
は
、
南
北
約　

�
、

950

東
西
最
大
約　

�
に
広
が
る
細
長
い

160

島
で
す
。
州
都
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス

ク
市
を
は
じ
め
と
し
て
、　

の
行
政

１９

区
域
、　

の
市
、　

の
町
村
、　

の

１８

９０

200

集
落
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁

業
・
石
油
・
石
炭
・
製
紙
・
木
材
産

業
を
主
な
産
業
と
し
て
お
り
、
約　
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万
人
の
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
北
東
部
沖
大
陸
棚
に
お
い

て
豊
富
な
天
然
資
源
を
利
用
し
た
大

規
模
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
（
サ
ハ
リ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
進
め
ら
れ
、

石
油
の
一
部
は
灯
油
と
し
て
北
海
道

で
も
消
費
さ
れ
、
2
0
0
7
年　

月
11

か
ら
は
L
N
G
（
液
化
天
然
ガ
ス
）

の
出
荷
も
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
都
市
機
能
の
充
実
や
高
付
加
価

値
製
品
へ
の
注
目
度
が
高
ま
り
、
ロ

シ
ア
国
内
で
は
充
足
で
き
な
い
新
製

品
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
へ
の
投
資
や
起

業
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

留
萌
市
の
対
岸
貿
易
交
流
促
進
の
た
め

の
取
組
み
に
つ
い
て

市
で
は
「
対
岸
貿
易
交
流
促
進
に
向
け
た
中
期
行
動
計
画
」

（
平
成　

年
度
策
定
）に
基
づ
い
て
、
留
萌
港
の
利
活
用
と
、

14

経
済
発
展
が
著
し
い
ロ
シ
ア
極
東
・
中
国
な
ど
、
日
本
海
を
挟

ん
だ
対
岸
地
域
と
の
貿
易
・
交
流
の
促
進
に
向
け
、
各
種
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、

交
流
を
進
め
る
サ
ハ
リ
ン
の
現
状
や
留
萌
と
の
結
び
つ
き
、

市
の
事
業
の
取
り
組
み
や
、
将
来
的
な
展
望
な
ど
、
当
事
業

に
期
待
す
る
マ
チ
の
み
な
さ
ん
の
声
も
交
え
な
が
ら
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

 
留  
萌 
に
元
気
を
！

ま 

ち
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留
萌
市
と
の
結
び
つ
き

　

戦
前
、
戦
中
の
日
本
統
治
時
代
に

サ
ハ
リ
ン
（
旧
：
樺
太
）
で
生
ま
れ

た
方
、
幼
少
期
、
青
年
時
代
を
過
ご

さ
れ
た
方
が
、
終
戦
と
同
時
に
道
内

や
国
内
各
地
に
引
き
揚
げ
を
し
て
き

ま
し
た
。
留
萌
に
も
樺
太
出
身
の
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
留
萌
港
へ
北
洋
材
、

活
カ
ニ
、
え
び
、
石
炭
の
輸
入
や
、

昨
年
の
コ
ル
サ
コ
フ
少
女
民
謡
舞
踊

団
と
の
文
化

交
流
、
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
大

会
へ
サ
ハ
リ

ン
州
関
係
機

関
や
選
手
の

招
致
を
行
っ
た
ほ
か
、
サ
ハ
リ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
市
内
の
企
業
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
特
色
と
は

　

留
萌
市
で
は
、
低
迷
す
る
地
域
経

済
の
活
性
化
と
、
港
湾
利
用
の
拡
大

を
目
指
し
、
平
成　

年
度
に
対
岸
貿
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易
中
期
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
石
油
開
発
に
よ
り
、

生
活
レ
ベ
ル
な
ど
急
速
な
進
展
を
遂

げ
て
い
る
隣
国
サ
ハ
リ
ン
と
の
貿
易

を
足
が
か
り
と
し
て
、
留
萌
市
の
も

つ
地
理
的
特
性
や
地
域
資
源
を
生
か

し
、
①
留
萌
港
の
利
活
用
促
進
、
②

地
場
産
業
の
振
興
、
③
人
材
育
成
先

進
都
市
の
実
現
、
④
市
民
レ
ベ
ル
の

国
際
交
流
促
進
を
具
体
的
な
戦
略
目

標
に
掲
げ
、
環
日
本
海
貿
易
を
展
望

し
、
中
期
的
な
施
策
展
開
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。（
下
段
の
フ
ロ

ー
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
し
て
は
、

サ
ハ
リ
ン
経
済
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

地
元
経
済
界
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
サ

ハ
リ
ン
経
済
視
察
、
サ
ハ
リ
ン
展
の

開
催
、
ロ
シ
ア
客
船
の
試
験
寄
港
な

ど
、
サ
ハ
リ
ン
を
よ
り
身
近
に
感
じ

る
た
め
の
交
流
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、

着
実
に
貿
易
を
進
め
る
た
め
の
土
壌

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
こ
ん
な
こ
と
し
ま
す

�
サ
ハ
リ
ン
る
も
い
展
の
開
催　

　

留
萌
地
域
や
道
北
圏
の
物
、
技
術
、

観
光
、
文
化
を
紹
介
す
る
見
本
市

「
サ
ハ
リ
ン
る
も
い
展
」
を
、
こ
の
秋

に
サ
ハ
リ
ン
州
都
で
あ
る
ユ
ジ
ノ
サ

ハ
リ
ン
ス
ク
市
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。　

具
体
的
な
商
談
や
物
流
ル
ー

ト
の
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
経
済

交
流
や
文
化
交
流
な
ど
幅
広
い
交
流

実
現
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

�
飛
鳥
サ
ハ
リ
ン
ク
ル
ー
ズ
の
実
施

　

留
萌
港
の
活
用
と
道
北
地
域
の
経

済
活
性
化
を
目
指
し
、
留
萌
港
に
豪

港湾都市間のネットワーク形成・地域特性�
を活かした港湾活用の促進�

畑作農業の振興、第２次産業との連携によ�
る地場産振興�

サハリン貿易、環日本海、対岸貿易の促進� 人材育成先進都市・国際都市への成長�施策の戦略目標�施策の戦略目標�

留萌市対岸貿易交流促進に向けた�
中期行動計画の概要�

庁内プロジェクトチームの設置、国･道との協力、環日本海都市との連携、専門アドバイザーの登録�

推進体制�

　　

一
昨
年
の
サ
ハ
リ
ン
州
経
済

視
察
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

サ
ハ
リ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

潜
水
と
い
う
自
社
技
術
の
向
上

が
図
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

留
萌
港
建
設
事
業
で
培
っ
た

自
社
の
技
術
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
、サ
ハ
リ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
端
に
参
画
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。国
際
標
準
の

設
備
を
整
え
、な
お
一
層
、自
社

技
術
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

白
鳥
建
設
工
業
㈱

代
表
取
締
役

堀
松
宏
朗
さ
ん

　

今
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
サ

ハ
リ
ン
る
も
い
展
は
、
私
共
、
経

済
界
に
と
っ
て
は
大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
技
能
・
技

術
や
建
設
機
械
の
紹
介
、
自
動

車
用
品
、
文
化
・
観
光
、
日
用
品

等
の
各
種
展
示
販
売
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
の

方
々
が
参
加
さ
れ
る
事
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。 留

萌
商
工
会
議
所

専
務
理
事

松
田
宏
幸
さ
ん
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華
客
船
飛
鳥
を
招
致
し
、
留
萌
港
発

の
サ
ハ
リ
ン
周
遊
ク
ル
ー
ズ
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
ク
ル
ー
ズ
に
よ
っ
て
今
後
も

留
萌
港
を
活
用
し
た
人
的
交
流
の
大

き
な
可
能
性
が
期
待
で
き
ま
す
。

�
ロ
シ
ア
客
船
寄
港

　

昨
年
試
験
的
に
実
施
し
た
ロ
シ

ア
客
船
「
マ
リ
ナ
・
ツ
ベ
タ
エ
ヴ
ァ

号
」が
今
年
も
７
月
と
9
月
の
２
回
、

留
萌
港
に
寄
港
し
ま
す
。
留
萌
を

基
点
に
し
た
背
後
圏
の
観
光
ル
ー

ト
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

留
萌
港
を
玄
関
口
と
し
た
定
期
的

な
航
路
開
設
が
期
待
で
き
ま
す
。

�
貿
易
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業

　　
留
萌
市
で
は
、
対
岸
貿
易
に
参

入
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
地
元
企

業
を
応
援
す
る
た
め
、
貿
易
実
務

等
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

や
相
談
に
要
す
る
経
費
の
一
部
助

成
を
行
い
、
地
元
企
業
の
参
入
意

欲
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

対
岸
貿
易
、対
岸
交
流
の 

    
目
指
す
と
こ
ろ

　

社
会
、
経
済
、
文
化
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
展
す
る
中
、
留
萌
港
を
玄

関
口
と
し
て
、
日
本
海
を
挟
ん
だ
外

国
で
あ
る
対
岸
地
域
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
、

国
際
交
流
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
こ
の
事
業
の
大
き
な

ね
ら
い
で
す
。

　

現
在
は
、
距
離
的
に
も
近
い
隣
国
、

ロ
シ
ア
連
邦
『
サ
ハ
リ
ン
州
』
と
の

貿
易
、
交
流
を
進
め
、
こ
れ
を
足
が

か
り
に
、
将
来
的
に
は
極
東
、
東
ア

ジ
ア
地
域
に
も
目
を
向
け
て
の
事
業

展
開
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
『
主
役
は

地
元
企
業
』、
国
際
交
流
の
『
主
役
は

市
民
』
と
連
携
し
、
行
政
は
サ
ポ
ー

ト
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
情

報
の
提
供
や
交
流
事
業
の
企
画
・
実

施
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
応
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
客
船
寄
港
の
と
き
に

当
社
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
の
皆

さ
ん
が
、
非
常
に
楽
し
そ
う
だ

っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
直
結

す
る
観
光
交
流
の
発
展
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

沿
岸
バ
ス
㈱

営
業
課
長

藤
井
信
由
さ
ん

　

９
月
７
日
〜　

日
の
日
程
で

１０

留
萌
港
発
の
飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

客
船
飛
鳥
は
年
明
け
に
引
退

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今

年
が
日
本
最
後
の
飛
鳥
ク
ル
ー

ズ
と
な
り
ま
す
。　

　

今
後
と
も
、
留
萌
港
を
利
活

用
し
た
対
岸
と
の
観
光
が
活
性

化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

留
萌
港
開
発
㈱

総
括
部
長

梅
田
繁
樹
さ
ん

対岸貿易交流事業についてのお問い合わせはコチラ

市役所経済交流部経済振興グループ
電話42・1840　笹嶋・遠藤まで
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―
―
留
萌
市
が
進
め
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
ご
意
見

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
！

　

留
萌
市
の
計
画
は
、
す
べ
て

が
我
々
の
想
い
と
一
致
し
て
い

ま
す
。
北
海
道
と
サ
ハ
リ
ン
州

は
極
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
と
て

も
近
い
国
。
ロ
シ
ア
に
と
っ
て

北
海
道
が
一
番
大
き
な
役
割
を

果
た
す
地
域
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
両
国
の
関
係
の

中
で
非
常
に
重
要
で
、
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
経
済
的
に
も
ビ
ジ

ネ
ス
の
面
で
も
、
ま
だ
ロ
シ
ア

の
潜
在
能
力
が
、
フ
ル
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
部
分
の
活
用
の
た

め
に
も
、
留
萌
市
で
こ
の
よ
う

な
す
ば
ら
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

―
―
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功

に
は
、
実
業
家
の
皆
さ
ん
が
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

行
政
が
担
え
る
の
は
、
両
国

の
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
･
親

近
感
を
育
て
る
と
い
う
、
環
境

整
備
の
部
分
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
、

草
の
根
レ
ベ
ル
か
ら
の
交
流
を

進
め
る
と
共
に
、
実
業
家
の
皆

さ
ん
の
経
済
行
動
に
結
び
つ
く

留
萌
市
の
色
々
な
事
業
は
大
変

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
領
事
館
と
し
て
も
、
で
き

る
だ
け
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

協
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

―
―
極
東
ロ
シ
ア
地
域
と
の
貿

易
交
流
の
可
能
性
は
？

　

沿
海
州
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

は
、
サ
ハ
リ
ン
州
に
比
べ
て
経

済
力
が
強
い
の
で
、
大
陸
側
の

極
東
ロ
シ
ア
地
域
の
方
が
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
は
確
か
で
す
。

　

特
に
、
色
々
な
資
源
や
観
光

と
い
っ
た
部
分
に
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

北
海
道
と
大
陸
の
間
に
交
通
網

の
整
備
が
必
要
で
す
。

　

交
通
網
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、

貿
易
の
可
能
性
は
も
っ
と
高
ま

る
で
し
ょ
う
。

―
―
留
萌
市
を
含
め
、
道
北
圏

に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

サ
ハ
リ
ン
と
道
北
圏
は
、
も

っ
と
広
範
な
交
流
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
極

東
地
域
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら

の
発
展
の
た
め
に
国
際
交
流
が

必
要
で
あ
り
、
お
互
い
に
協
力

し
合
う
関
係
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
両
地
域
と
し
て
お

互
い
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う

探
求
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
ま
ず
両
地
域
で
の
人

間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
し
ょ
う
。

　

留
萌
港
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
非

常
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
両

国
に
と
っ
て
、
直
通
で
行
き
来

で
き
る
大
変
重
要
な
役
割
を
果

た
す
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私

も
近
い
う
ち
に
必
ず
留
萌
市
に

伺
っ
て
、
直
接
み
な
さ
ん
と
お

話
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

総
領
事
は
私
た
ち
の
質
問
に

対
し
、
言
葉
を
選
び
な
が
ら
、
ま

た
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
、
非
常
に
丁
寧
に
応
え
て

く
だ
さ
り
、
近
い
う
ち
に
是
非

と
も
留
萌
市
に
行
き
た
い
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
総
領

事
が
留
萌
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
は
じ
め
、
北
海
道
へ
非
常
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
大
変
に
心

強
く
感
じ
ま
し
た
。

INTERVIEW INTERVIEW 

留萌市では、一番近い外国であるロシア・サハリン州との交流をきっ
かけとして、将来的には環日本海という大きな視点を持ち対岸貿易交
流プロジェクトを進めています。
そこで、去る３月２日、経済振興グループ中林マネージャーと遠藤リ
ーダーの二人で、在札幌ロシア連邦総領事レオニード・Ｌ・シェフチ
ューック氏にインタビューしてきました。
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